
売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

※当社保有車輛

〇本社所在地：

広島県福山市一文字町18番6号

〇事業概要：

トレーラー・ウィング・平ボディ等、

多岐にわたる車両を保有し、顧客ニーズ

に最適な車両で応える配送システムを

完備している運輸業である。

〇常時使用する従業員：

126名（2024年9月期）

〇現在の売上高： 17億円（ 2024年9月期）

○法人番号：6240001032087

○Web：https://howa-u.co.jp/

代表取締役
藤本 俊

最適化された物流がビジネスを加速する。
宝和運輸株式会社は「物流を通じて社会と地域に貢献する」という創業以来の精神を胸に、売上高100億円を目指す
新たな挑戦をスタートいたしました。
私たちは、重量物輸送と倉庫業を基盤に、地域の物流業界での営業経験と事業展開を行ってきたことによる各部門を
整備してきた総合力を活かし、運送業・倉庫業としての役割をさらに強化してまいります。お客様の多様なニーズに
応えるため、新倉庫建設、人材育成、地域との有機的な連携にも積極的に取り組み、より高品質で安全なサービスを
追求します。変化の激しい時代だからこそ、挑戦を恐れず、社員一人ひとりが成長できる企業風土を大切にし、地域
社会とともに持続的な発展を目指してまいります。

物流ハブの構築によって運輸×倉庫の相乗効果による年平均
20％の成長を見込み、100億円企業への成長を目指す。

①物流：ドライバー不足が深刻化しており、今後も人件費上昇が続く見通し。
新規雇用・人材育成は継続的に行う必要がある。

②倉庫設備投資の規模と資金調達：大規模な新倉庫建設やクレーン等設備導入
には多額の投資が必要。資金調達や投資回収の計画性が問われる。

③供給能力の拡大：現状の倉庫は満杯で新規荷受ができず、機会損失が発生。
新倉庫建設による供給能力増強が急務であり、需要拡大のため複数倉庫の
増産計画が必要である。
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・現在の主力事業である重量物輸送は基盤になるが社内事業のシナジー効果
を最大限発揮した爆発的成長のために物流ハブ事業の拡大と新規大型倉庫
投資を推進し、企業を成長させる中長期ビジョンを掲げる。

・まずは大規模設備投資による供給力拡大のための物流ハブとなる新倉庫を
建設し、その後毎年1～2基の物流ハブ倉庫の拡充をはかる。

・福山南倉庫、倉敷倉庫といった自社所有地倉庫だけでなく、地域事業者の
M&Aによる新倉庫の拡充も計画。

・新倉庫稼働に併せて毎年の新規雇用も創出。
女性ドライバーや多様な人材採用、短時間労働制度や資格取得支援など、
ダイバーシティ経営を推進し、労働力確保と定着率向上を図る。

・代表取締役を中心とした経営陣が全体統括。
・各部門（運送、倉庫、営業、管理）が連携して推進する体制構築済み。
・新倉庫建設・設備投資は専任プロジェクトチームが担当して事業拡大
・DX推進や業務効率化にも専門担当者が配置され、資格取得やＩＴ事業者と
連携して効率化を図る。

・外部専門家（金融機関、コンサルタント等）と連携して、ガバナンス・
資金調達・専門知見を活用している。

・物流倉庫の拡充（第3ハブ、第4ハブ）の構築を目指す。

宝和運輸株式会社（運送業）
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